
アンケート実施期間 ～
回答者数 246 名 （登録者数 440 名 うち配信成功数 408 名）

●性別
女性 74 30%
男性 172 70%
計 246

●年齢
20代以下 5 2%
30代 38 16%
40代 61 25%
50代 40 16%
60代 69 28%
70代以上 33 13%
計 246

質問１ 岡崎は歴史的な資源が豊富なまちであると思いますか。（多数順）
そう思う 140 57%
どちらかと言えばそう思う 76 31%
どちらかと言えばそう思わない 21 8%
そう思わない 5 2%
わからない 4 2%
計 246

質問２ お住まいの地域において、歴史が身近に感じられる場所がありますか。（多数順）
いくつかある 165 67%
ほとんどない 54 22%
たくさんある 22 9%
わからない 4 2%
全くない 1 0%
計 246

寺院・神社やその周辺 189 77%
古墳や城跡等の史跡 84 34%
昔からの道や路地 52 21%
古い建物やその周辺 39 16%
昔からの自然 39 16%
昔からの商店街 16 7%
近代の産業遺産 9 4%
その他 （詳細は別紙参照） 14 6%

歴史まちづくりに関する意識調査
平成26年9月10日 平成26年9月20日

質問３ お住まいの地域において、歴史が身近に感じられる場所は、どのような場所ですか。（多
数順）
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岩津天満宮、信光明寺及び真福寺周辺 180 73%
妙源寺柳堂周辺 138 56%
北野廃寺跡周辺 120 49%

115 47%

岡崎城跡（岡崎公園）周辺 110 45%
能見神明宮周辺 107 43%
旧東海道沿いの伝馬通周辺 95 39%
山中八幡宮周辺 77 31%
旧東海道沿いの大平一里塚周辺 57 23%
旧東海道沿いの八帖地区周辺 53 22%
滝山寺周辺 40 16%
大樹寺周辺 38 15%
旧東海道沿いの矢作地区周辺 30 12%
旧東海道沿いの藤川地区周辺 27 11%
上地八幡宮周辺 27 11%
真宮遺跡周辺 26 11%
伊賀八幡宮周辺 24 10%
松応寺周辺 24 10%
旧東海道沿いの板屋地区周辺 22 9%
旧東海道沿いの本宿地区周辺 21 9%
旧額田郡公会堂及び物産陳列所（郷土館）周辺 21 9%
奥殿陣屋周辺 20 8%
六所神社周辺 19 8%
岡崎天満宮周辺 14 6%
天恩寺周辺 7 3%
土呂八幡宮周辺 4 2%
六ッ美の悠紀斎田周辺 0 0%
大川神明宮周辺 0 0%
万足平の猪垣周辺 0 0%
その他 （詳細は別紙参照） 11 4%

質問５ 岡崎市にある次の登録有形文化財のうち、知っているものはどれですか。（多数順）
八丁味噌本社事務所・蔵（史料館） 201 82%
岡崎信用金庫資料館（旧岡崎銀行本店） 139 57%
本光寺本堂・山門 31 13%
わからない 29 12%
旧石原家住宅（主屋・土蔵・庭門） 27 11%
旧愛知県岡崎師範学校武道場 16 7%
旧愛知県第二尋常中学校講堂 15 6%
日本福音ルーテル岡崎教会教会堂 9 4%

岡崎城跡の史跡整備 156 63%
乙川リバーフロント地区の整備 116 47%
文化財の指定等や保存修理 69 28%
埋蔵文化財の発掘調査 54 22%
景観形成重点地区の指定 50 20%
景観重要建造物の指定や助成 43 17%
近代化遺産等の復元・活用 19 8%
文化財教室の開催 12 5%
活動団体への支援 11 4%
その他 （詳細は別紙参照） 16 7%

質問６ 知っている岡崎市の「歴史まちづくり」に関する取組はどれですか。（多数順）

質問４ 岡崎市内の次の場所のうち、歴史的な魅力がある場所として思い浮かぶのはどれですか。
（多数順）

旧東海道沿いの八帖地区周辺、板屋地区周辺及び伝馬通周辺を除く旧
東海道沿いの岡崎城下二十七曲周辺
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まちの魅力の発信 124 50%
まちへの誇りと愛着の醸成 120 49%
観光の振興 98 40%
古いものを大切にする価値観が広まる 65 26%
地域活性化（地場産業の振興・交流人口の増加等） 64 26%
まちの景観向上と資産価値の向上 63 26%
古き学ぶ機会の確保 60 24%
良好なコミュニティの形成 20 8%
意義があるとは思わない 6 2%
その他 （詳細は別紙参照） 2 1%

古い建物やまちなみの保存 159 65%
歴史的な魅力のＰＲや観光推進 137 56%
歴史的に価値の高い建造物等の周辺環境の整備 129 52%
岡崎城跡等の史跡整備 100 41%
古い建物の活用 96 39%
景観の規制（建物の形態意匠等） 95 39%
歴史的な魅力を知る勉強会等の開催 88 36%
文化財の指定等・保存修理、発掘調査 76 31%
伝統文化や伝統産業の保護・育成 75 30%
学術的な調査・研究 66 27%
歴史的な水や緑の保全・再生 61 25%
歴史的な場所を巡る交通環境の整備 60 24%
市民によるまちづくり活動への支援 60 24%
歴史まちづくり法の活用 30 12%
取り組む必要はない 4 2%
その他 （詳細は別紙参照） 7 3%

出来る限り創建当時の状態で保存すべき 138 56%
一般公開するなど観光資源として大いに活用すべき 122 50%

118 48%

建物内部にも配慮して活用すべき 86 35%
建物内部の改修も含め積極的に活用すべき 50 20%
所有者の意向を尊重すべきであり、所有者以外が考える必要はない 11 4%
保存や活用に取り組む必要はない 2 1%

ある程度の税金の投入 67 27%
民間企業を支援団体とした資金援助 51 21%
寄附や基金の活用 50 20%
税金の優遇措置（軽減等） 48 20%
積極的な税金の投入 15 6%
わからない 11 4%
各自で取り組むべき 4 2%
計 246

質問７ 地域の歴史的・文化的資産を活かしたまちづくりには、どのような意義があると考えます
か。（多数順）

歴史的な建造物の外観を保全し、地域の景観づくりの核として活用す
べき

質問10 歴史的な建造物（身近な古い建物）の保存・活用に取り組むための経済的支援について、
どのような方法が最も適当であると思いますか。 （多数順）

質問８ 地域の歴史的・文化的な資産を活かしたまちづくりで、推進すべき取組はどのようなもの
と考えますか。（多数順）

質問９ 歴史的な建造物（身近な古い建造物）の保存・活用について、どのように思いますか。
（多数順）
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質問11 歴史や文化等、地域の特色を残しているまちなみをどのように思いますか。（多数順）
大いに魅力を感じる 141 57%
やや魅力を感じる 86 35%
ほとんど魅力を感じない 10 4%
考えたことがない 7 3%
全く魅力を感じない 2 1%
計 246

積極的に規制すべき 129 53%
ゆるやかに規制すべき 82 33%
ガイドライン（指針）などで方向性を示すだけで良い 29 12%
個人の自由にまかせるべき 3 1%
わからない 3 1%
計 246

地域の歴史的な魅力の発見 134 54%
情報発信やＰＲ活動 73 30%
イベント等の企画や運営等 62 25%
関わってみたいことはない 40 16%
資産の保存・活用のための募金・寄附 27 11%
その他 （詳細は別紙参照） 4 2%

質問13 地域の歴史的・文化的資産を活かしたまちづくりにおいて、関わってみたいことはありま
すか。（多数順）

質問12 歴史的に価値の高い建造物等の周辺環境において、建物の高さや色などを規制することに
ついてどう思いますか。（多数順）
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●質問３ ☆重複する内容はまとめてあります ▲ 質問３へ戻る
寺院 神社境内にある碑 狭隘道路
悠紀斎田
岡崎城
古戦場
知らないだけかもしれないが、特にない
地域にはない
矢作橋と八帖の云われ
額田の猪垣
開発によって歴史が感じられる光景がほぼ消滅しました
感じていないのでわかりません
なし

●質問４ ▲ 質問４へ戻る
村上遺跡とそのその周辺。その他遺跡
六供配水場配水塔 （岡崎場鬼門 永久寺跡地）
和田城関連跡
大久保彦左衛門のお墓
勝鬘寺、上宮寺、（本證寺）、大林寺、若宮八幡宮、八柱神社、法蔵寺
okuyanmadanosidarezakura （奥山田のしだれ桜）
西尾軽鉄道跡の道路など
村上遺跡
感じていないのでない
上青野町 来光院 松平家のお墓
なし

●質問６ ☆重複する内容はまとめてあります ▲ 質問６へ戻る
知らない
岡崎まちづくり第1回 景観賞 に応募しました。
わからない

大樹寺からの眺めの確保
大樹寺から城が見える
特にない

●質問７ ▲ 質問７へ戻る
人格形成：物事を上っ面だけでなく、その裏側まで深く考察できる。これが一番大事。
先人の取り組みを敬う心の醸成

●質問８ ▲ 質問８へ戻る
岡崎独特の良さとしてPRする場を増やす
地域の歴史的・文化的な資産の周辺の駐車場の整備

高層マンションの規制
電線の地中化

古い物を「点」として保存するのでは無く、町並みとして整備して行く姿勢が欲しい。

●質問13 ▲ 質問13へ戻る
具体的な事は思い浮かばないが、協力できることは積極的に協力する
中々日々の生活に追われて考えられないので任せてしまう事になってしまうと思う。
イベントへの参加。
保護・活用に係わるボランティア

戦国時代に偏らない、具体的には家康やその周辺に偏らずに、もっと広範囲で分かりやすい歴
史資料の出版

テーマ・ストーリーの明確化。 住民・観光客を区別した企画・施策。 当該地区住民のコン
センサス作り。

「その他」の内容 別 紙

乙川リバーフロント地区の整備のみ広報され、その他の施策が知らされていないのではない
か？
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